

















































































































































110281 :ζA= LBだとtαηA= tanBだから
1103t :f也にはない?





















111582 :だって， 2辺が同じと， α=bは同じ
だから
1116t :2辺が同じというのは，α=bだけ?
111782 :ああ。 b= c，α=cもあるn


































































003381 :α'+b' = c'. α= b = c. α =b~ カミ?よ
り，逆向き推論で考えられる終着点にたどりつく。
今度は，仮定から見えることを探り，この部分の
どれかにつなげれば，演緯的な論理に繋がってい
くことを意識させ，仮定の形を変えて， 003381 
に辿り着く形にするためにはどうしたらよし、か
の思考にうつる。
④ 考察結果
取り上げた3つからわかることは，数学におけ
る逆向き推論の流れである。最初に結論に成り得
る可能性のある事象を探り，拡大させる。そして，
その事象は正確に多く取り上げる。それから，適
当な逆向き推論を経る「求めるもの」の簡潔化に
行きつくことが重要なことである。
(2) 逆向き推論から発見的推論への導き
逆向き推論は，結論から考察し，原因を探るこ
とによって，仮定からの道筋を明示し，問題の仮
定から結論までの道筋を創造する方略である。
004381.2 :これとこれとこれ(三角形の拡大図か
ら角度に関するものを指さす)にて，この2人の生
徒の反応はほぼ同時であった。このことから.2 
人の生徒には到達点のイメージが既にみえていた。
そして，図2に示したように結論までのイメージ
を目に見える状態に残していたことが，仮定から
どこに向かって計算すればよいのか，論理の道筋
を考察しやすく した。この場面は，逆向きに推論
した事柄を到達しやすい到達点として，問題解決
の論理を組み立てる重要な瞬間であった。図3の
ように発見的推論の論理の組み立ては，逆向きか
ら到達点，原因A"'-'Eなどいくつか創った上で，そ
こに向けた道筋を仮定より仮定A"'-'Eを導き，この
仮定と原因をつなげる 「つなぎ」を利用しこの
論理を確立させたものである。
問題解決のための推論を組み立てる場におい
て，逆向き推論は重要な道標となった。
図3目仮定から，結論への発見的推論の道筋
5 到達点と課題
(1)到達点
問題を解く際に，逆向き推論を利用し数学の問
題解決を図ることは，発見的推論を導くものであ
る。結論に対する意識，結論からの拡大を意識し，
数学の問題解決に逆向き推論を導入することが，
論理を組み立てる際の道標として有効であること
が明確になった。そして，その逆向き推論には，
到達点拡大の出発点，逆向き推論の正確な拡大，
逆向き推論の終着点， としづ流れを君臨忍すること
が出来た。
(2) 今後の誌瞳
今後の課題は，今回利用し，有用性を確認した
逆向き推論を用いる授業法，問題作成の考察であ
る。現時点で考えていることは， 生徒に結論から
問題をつく る機会をもたせることで生徒に逆向き
推論を実践させる取り組みである。自ら問題を創
ることで逆向きに推論する経験を持たせ，推論す
る能力の育成に繋がるような授業，問題構想を練
っていきたい。
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また，今回の図3で逆向き推論で導いた「つな
ぎJについて考察することも導入していく。如何
に逆向きに推論し， 仮定から推論を行っても，こ
れらをつなぐ 「つなぎJについての知識 ・理解が
なくては成立しない。この部分が知識として，必
要なことなのか，それとも新たに学ぶ事柄でも可
能なものなのか。それらを考察していく ことで，
今後も逆向き推論の重要性をより一層理解し，有
用性の明確化につなげる。そこから「発見するこ
とJを生徒の思考法の 1っとして確立できるよう
な授業形態作成に尽力していく。
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